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活性 (17及び12倍) を有 していた｡一方,
tcsLosteroneの6β一及び16a一位水酸化活性並
びにnndrostenedione生成活性も認められたが.
それらはいずれもミクロゾームの活性と比較して
低かった.また,△LTHCの3'-.8a-.8
β一及び11-位水酸化活性が認められ.3'位水
酸化活性はミクロゾームの活性より7及び5倍高
かった｡
資料 :2
赤血球b8nd3タンパクの霊長類における多様
性
木村章彦 (和歌山医大 ･法医)
ヒト赤血球band3タンパクのN末端領域を認
識する多くのモノクローナル抗体の霊長類赤血球
に対する交叉反応性から.赤血球band3のN末
端碩域に校数の種属特異的エピトー プが存在する
ことが示されている｡本研究は,このband3の
N末端碩域の種属間の変異をcDNAの塩基配列
のレベルで解析することを白的とし,ヒト赤血球
band3のcDNA塩基配列を基に作製したプライ
マーを用いてRT･PCRにより各霊長類の赤血球
band3のN末端領域のcDNA塩基配列を決定す
るものであるが.今年度は.プライマーの選定お
よび作製と,ヒト血球を用いた予備実験に終始し,
霊長芙巧の血球の検討には至らなかった｡平成3年
度中に多くのプライマーの調製が完了したので,
今後ヒト血球による予備実験が終了しだい.霊長
規の血球を用いた実験に取りかかる予定である｡
資料:3
前肢帯筋と後肢帯筋の系統発生的対応関係に関
する比較解剖学的研究
末永義囲 (北海道大･医療短大)
前肢帯筋と後肢帯筋を比較すると,後肢帯骨の
寛骨が直接脊柱と連結しているのに対して前肢帯
骨の肩甲骨と鎖骨は胸骨･肋骨を経由して間接的
に脊柱と連結しているため.前肢帯筋が著しく視
維化していることに注目される｡すなわち,後肢
帯筋は骨盤筋として明確化されているが,一方前
肢符筋の構成は浅背筋,浅胸筋,肩甲筋の中でい
ずれを含むか成書によりかなりの差異がみられ未
だ統一的見解が得られていない｡本研究では前肢
帯筋と後肢帯筋の系統関係を明らかにすることを
目的としたものであるが,今回,A.a.Howel
andW.L.Strausの "TheAnatomyOrtho
RhesusMonkey'(1961)を参胴 し,肢謂筋を
〔1〕外肩甲帯筋,〔2〕内肩甲帯筋,〔3〕外
骨盤筋,〔4〕内骨盤筋の4群に区分して肉眼的
観察を行った｡主な所見は以下の通りである｡
1)外骨甲帯筋の腹錦筋は著明に発達し深部と
胸部の2部からなるO前者は前頚椎の拭突起より
起始し頚神経支配であり,後者は第1-第10肋骨
より起始し長胸神経支配である｡両者は互いに迎
続し肩甲骨内側縁緑に停止する｡2)三角筋は鎖
骨部,肩峰部,肩甲頼部の3部に区分される｡大
胸筋鎖骨部は欠如する｡大円筋は後背筋の一郎と
癒合する.3)殿筋群では中殿筋が最も大きく良
く発達し梨状筋の一部と癒合し,腸骨の殿筋面の
大部分から起こり大転子に停止する｡4)外旋肪
群の中で内閉鎖筋は閉鎖孔の内面を被い髄膜とな
り大転子に停止する. 5)腸腰筋は大腿四頭筋
の内側広筋と恥骨筋の間を下走し小転子に停止す
る｡6)神経支配からみると,腹別技は屈筋系で
あり背側枝は伸筋系である｡前肢帯筋の脱側枝は
瀬上筋,棟下筋,大胸筋等であり背側技は三角筋,
小円筋.肩甲下筋.大円筋.広背筋等である｡一
方後肢帯筋の腹側枝は梨状筋,内閉鎖筋,双子肺.
大腿方形筋であり,背側枝は洩殿筋,中段筋.深
殿筋,大腿筋膜張筋等である｡腹錨筋支配の長胸
神経と腸腰筋支配の大腿神経についてはさらに検
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